
●令和５年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用状況（実績）について

令和５年度の実施事業にかかる実施結果及び事業の効果・評価は、以下の通りです

№ 事業名 事業概要 臨時交付金充当額 実施結果 事業の効果および評価 担当課

事業費 284,250,000 284,250,000

事務費 40,091,058 40,091,058

2 安城プレミアムポイント還元事業

コロナ禍において物価高騰の影響を受けている市民生活を支

援するため、コード決済サービスによる代金決済時に、最大

２５％のポイント還元を行う事業を実施する。

160,000,000
令和5年8月～10月にかけて事業実施

ポイント還元額　149,181,266円

コロナ禍において物価高騰に直面する市民生活の支援

及び地域経済の活性化に繋げることができた。
商工課

3 水道基本料金無償化事業

コロナ禍における市民及び事業者の経済的な負担軽減を図る

ため、水道料金（基本料金）の４月使用分を免除する。

（国、県、市町村等の公共団体が運営する公共施設は減免対

象外）

62,000,000
減免対象契約者数：30,488件

減免総額：62,773,100円

令和5年4月期に係る水道基本料金の免除を行い、コロ

ナ禍における市民生活及び経済活動の支援を行うこと

ができた。

財政課

4 小中学校給食費無償化事業

コロナ禍において、物価高騰の影響を受けている子育て世帯

の負担軽減のため、小中学校児童生徒の給食費を無償化す

る。

59,452,442
無償化対象となる児童生徒数：16,571人

給食費無償化総額：530,528千円

令和5年9月から、市内小中学校の児童生徒の給食費相

当額の減免を行い、コロナ禍において物価高騰に直面

する子育て世帯の負担軽減を図れた。

総務課

605,793,500

●令和５年度　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の活用状況（実績）について

令和５年度の実施事業にかかる実施結果及び事業の効果・評価は、以下の通りです

№ 事業名 事業概要 臨時交付金充当額 実施結果 事業の効果および評価 担当課

1 小中学校給食費無償化事業

コロナ禍において、物価高騰の影響を受けている子育て世帯

の負担軽減のため、小中学校児童生徒の給食費を無償化す

る。

206,691,000
無償化対象となる児童生徒数：16,571人

給食費無償化額：530,528千円

令和5年9月から、市内小中学校の児童生徒の給食費相

当額の減免を行い、コロナ禍において物価高騰に直面

する子育て世帯の負担軽減を図れた。

総務課

206,691,000

交付金対象事業費

1,360,881,000

合計 1,360,881,000

社会福祉課

173,846,999

62,773,100

1,360,881,000

≪給付実績≫

令和５年度住民税非課税世帯：9,427世帯

家計急変世帯：52世帯

低所得者世帯（住民税非課税世帯等）に対する給付に

より、コロナ禍において物価高騰等に直面する市民へ

の生活支援を行うことができた。

合計 1,921,842,157

交付金対象事業費

1
電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金

【低所得者世帯・家計急変世帯向け】

コロナ禍において物価高騰に直面する低所得者世帯を支援す

るため、給付金を支給する。


